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デボンドＸ型配筋を用いた損傷低減型耐震壁の実験的研究 
―その 4 境界梁の影響について― 

 
 
 
 

 

１．はじめに 

ＲＣ構造における大地震時の損傷低減や地震後の修復

性向上を目的とした研究が増えている。前報 1),2)では、耐

震壁にデボンドＸ型配筋を用いることでせん断クラック

を大幅に減少し、損傷低減効果が得られること、修復性

の観点から端部縦筋をデボンドすることで水平ひび割れ

を集中させ、本数を減少できることを報告した。 
耐震壁は、境界梁やスラブの曲げ戻しの影響を受け、

せん断クラックが増えることが予想される。そこで本研

究は、損傷低減効果の得られた分割型耐震壁 2)に境界梁を

設け、曲げ戻しの影響を検討する。また、Ｘ型主筋を各

層に分割した壁体の挙動についても報告する。 
２．実験概要 

試験体は、プロトタイプ建物の境界梁を含めた予備解

析より反曲点位置を求め、下部 2.5 層分を取り出した。縮

尺は約 1/5 で壁断面 900mm×120mm、高さ 1800mm とし、

上下に主筋定着用にスタブを有する。試験体概要を図１、

試験体一覧を表１に示す。両試験体は端部縦筋、Ｘ型主

筋をデボンドし、各層高さで分割した。分割部は前報 2)

と同様にグラウト材を充填した。端部縦筋はパネルごと

に定着を取るため、パネル分割位置に定着板を設置した。

中央縦筋は閉鎖型とし、パネルごとに完全に分かれてい

る。試験体 WX3 は各層ごと、試験体 WX4 は 2.5 層でＸ

型主筋を配筋した。WX4 には 120mm×240mm の境界梁を

設け、M/Qd は、より厳しい条件となっている。境界梁に

曲げモーメントを作用させるため梁外端部に軸受け材と

して、クレビス支柱を設けた。 
加力は、図２に示す加力装置を用いて試験体に一定軸

力 392kN(σ0=0.1σB)を与え、耐震壁頂部に水平力を正負交

互に繰り返し作用させた。加力サイクルは、R=1/700 を１

回、1/400 と 1/200 を３回、1/100 を６回、1/67 を３回、1/40
を１回とし、最後に 1/33 まで一方向に加力した。 

３．実験結果 

写真１に実験終了時の WX4 梁接合部損傷状況、図３に

両試験体の R=1/100 でのひび割れ状況を示す。同図中に

は前報 2)試験体 WX1 のひび割れ状況も示している。両試

験体とも R=1/700 のサイクルで曲げひび割れが発生し、

R=1/400 で微小な斜めひび割れが発生した。WX3 は、

R=1/100 で壁脚部の被りコンクリートに剥離が見られた。

また、WX1 と比較すると１層目でのひび割れがやや増え

ているが２層目では脚部以外のひび割れは発生していな

い。WX4 は梁接合部と分割壁中央部に斜めひび割れが目

立つ。梁接合部では R=1/400 で曲げひび割れが生じ、
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写真１ WX4 接合部損傷状況 
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R=1/100 で圧壊が始まった。分割壁中央部は、境界梁の曲

げ戻しモーメントによるせん断力の増加の影響を受け、

斜めひび割れが増えている。R=1/100 で圧壊が始まり、サ

イクルを増すことで写真１に示すように接合部で端部縦

筋が座屈を起こした。両試験体の R=1/100 での残留ひび

割れ幅は WX3 で 0.5mm、WX4 で 0.3mm 程度となった。

また、WX3 では R=1/67 で２層目脚部に 2mm 程度のすべ

りが生じた。WX4 では R=1/100 で２層目脚部に 2mm 程

度のすべりが発生し、その後３層目脚部でもすべりが確

認できた。 
水平力―変位関係を図４に示す。WX3 は R=1/100 まで

最大水平力を維持し、その後徐々に耐力が低下した。WX4
は R=1/67 で最大水平力となった。しかし、R=1/67 で接合

部の圧壊が進み、端部縦筋が座屈したため、R=1/67 以降

で耐力の低下が見られる。同図中に、両試験体の計算値

も示している。WX3 は、Ｘ型主筋が接合部を通っていな

いため、接合部端部縦筋の全塑性モーメントより求めた

値とした。WX4 は、その値にＸ型主筋降伏耐力の水平成

分、梁の全塑性モーメントによる値を加えたものとした。

両試験体とも実験値とよい対応を示している。 

図５に端部縦筋とＸ型主筋の歪を示す。WX3 の端部縦

筋は圧縮、引張ともに各層でほぼ一様な歪が確認できた。

しかし、Ｘ型主筋はほとんど効いていない。これは分割

部に曲げ変形が集中し、分割壁内に作用したせん断力が

小さくなったためである。WX4 の端部縦筋は引張側で境

界梁の影響を受けているが圧縮側での影響は少ない。Ｘ

型主筋はＸ型配筋を用いた前報 1),2)と同様、引張側で一様

に効いているのに対し、圧縮側の負担が少ない。 

図６に等価粘性減衰定数を示す。WX3 は耐力が低い影

響もあるが、Ｘ型主筋を用いない平行配筋壁 1)W1P とほ

ぼ同等の値を示していることがわかる。境界梁のある

WX4 は WX1 に比べ、やや低い値を示している。 

４．まとめ 

 境界梁の設置によりせん断力が増大し、ひび割れが増

えるため、損傷評価はこうした影響の考慮が必要である。

また、境界梁との接合部の圧壊により端部縦筋が座屈し、

耐力が低下したため、接合部の靭性の確保が求められる。

デボンドＸ型配筋を用いた壁体は、圧縮側Ｘ型主筋で抵

抗しにくいため、耐力の評価では圧縮側Ｘ型主筋を考慮

する必要がある。 
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図４ 水平力－変位関係 
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図５ 鉄筋歪 
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図６ 等価粘性減衰定数 
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